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翫 今芸孟0,%品 し去そ の 1)

1･主 婦 と家 庭 経 済

私達7)L表嵯74-:掛ま食年満 ､長旦満 ､住生括､育児,tj､誰､

壌庭管用 (繕折を含む) J哀朕関係等の分夕刊こ分れます

が､今までこれをF何の第1三炎のt.側に′再 ~ように､何

時でも.物7)面､即ち､壕庭射7;DLL4'･7)軌 まかりを考え､

これを終端的に_L手にや ってゆ くことばかり考えていま

した,ところがそれ:ま家庭豊満の一･AT.だけであって､そ

の英には第一表7)AIl別に示すように､Bi･も人U]な精神的

な佃がありますJ懐妊生活は､物と人とのr'TfJ面から-Y,え

に壌鉄が鯉峡を苫したり､あるいは､'束妊DLFTHを乱す

ようなことがあ っては本末てん脚しているといえましょ

う｡経済生揃は私通の身心を向上発蛙させ､よi)-,巨細な

生柄を築 くためのものでなくてはなりませんO例い､我

がJ衣7)経済にあったものであ っても､J呑i超の食加こ魅T)

を′七･い､ -.jと-'l満 った杭りが.遂に-･杯のみ､二杯から

何杯かとな って､それが元で家庭D経済を乱すばかりで

なく､平机を叱ることにならなV,とも限りませんO経済

とV,うと潤V,のない非,.ii,'にみみ っちV,ことのようにY,え

てい く必賓があります.つまり食物 は′､た益的で なけれ

ばなりませんが,それと帯峠にわが衣D牲芥;こあい､し

かも家族らミよろこんで食べるものでなけJL'.まなりません

でしょう,ですから単にtL･車ポートF･で綿(斤的にできる:i

かりでなく､壌族が家庭生活:こ事態7'を感じ､愛F';]'･て結:まれ

るということがなくてはなりませんO 即ち主蛤は､物

心､両面に亙 って簡庭を上手に運営しなけれ:まなりませ

ん｡如拙こ節約L,て､多細の貯蓄か.'日.火てギ)､そのため

(2)

左__｣型

面LDメ良三哩 のJt孝之た時

政 埠 )

られますが､AこiJ/tの維折とV,')ものは､i)tしてか約1一点

ぼりでなく､J衷扶D幸kLiを考え､物心.Ilhj'面を配鼓した

絢 芥Dづすみ)i/ごと思い至す,

2.予 算 生 活

それTはどのように壌延経折をJul.蛍してゆけ.まよvlか

といV,ますと､｢f第51･:捕｣､即ち紬叫のある経済生活

をすることですOそのためには,'衣D綿祈7)矢態をつか



むことが発決問題となります｡実態を灯るにはどうして

も家討茄を ｢つけること｣が必零にな って参 ります｡｢一

年の紺ま元口にあり｣と､どなたも一度は笥ましく､屈

折 柁･患つけに在 った絡験はあると思V,ます｡イ)['･LJ rl

時の張 りも､何畔しか､侮日の忙しさに追われ､又禿し

い帯しのや りくりの岡難さに両を悩まされ､遂に記入す

る事が時間的にも精神的.にも大背なことでしょうOです

けど壕言偶 をつけ通した畔の盲i:ぴは､父格別です｡その

必零作はだれでもよく抑 って怠 りますが､ただ成功する

かどうかは､実行するかしなV,かにかか つて怠 ります｡

1) 予 算 の た て 方

A)家族金言義で決める

家別はその儀の職うちや収入の多'L), 家族の数や､ 年

齢､惟別､′家族の健康､Ll･'.所態腔､物価などによって一

様にはIゆきませんから､家族の喫水をよく細 っているセ

婦が大蔵大臣の役を引受けましょう｡しかし予算は壌放

金員で実行するわけですから､家族の確解と協 Jlがなけ

ればなりませんOそれで主婦がたてた予算案を家族会議

で決定しましよう｡今までの主婦は､2-3仙の節約を

苦労して買物に時間をかけすぎた感がござV.ますが､他

の家族は大きな撫駄使いをしてV,るとV,う飢がなV,でし

ょうか?

我が壕の予罪会.韻にLl傭 した夫や子供は､主婦の壌n;Lq

による説明が上手であれば､物を粗末にした り､ぜいた

く品を号貰う雛駄を11.r柴に憤しむdJ.'でしょう｡ズ家族の健

康を犠牲にして変E=新年峯会や､おつきあいに､潜やお

金を使わなくな りましょうOただ J足 りない｣又 ｢赤字

だ｣というだけでなく､盲んでt血,))が得られるように予

算生i占を実h-してみましょうu

B)予葬の目やす

予算は過去の我が家の記録をもとにして､用腰配当や

家計凋杏の実態等を参考にして配/JJ･しましよう｡

第 二 義

用tr胤IL'1(中等伴蛙のtfl:hn

Llt紺L'fLE.I:Hl5人 (JH､)

食物費 :10OOF

被服苛 13%

住居費 17%

光熱預 5Oof

その佃の諸費 3.r')Oof

家 計調査による実態 (沖縦)

(1957-1958年 間平均)5人

食物韓 55 Oof

被服碍

作尿背 95

i: 食 21
非幸.命 32
bト 食 2

光熱費 1

その他の諸費 26

-･rEl:婿>J'fり月にどの仰の壌訂鞘を必背としているかの

実態を企両統;-周 の質料から調べてみましたO

_上岡二弟に示すと怠 り､生前揖 (消費支LIJ.) に占める

食物稗の割合は5500'で､残 りの45,00'が被服､住犀､光熱

その他の諸費であります｡同年間の 日本全都市､全世帯平

均のエン ゲル係数13.cc'に比 べてまだまだ 高いようで

す｡エンゲル係数 (余寒訂費に占める食物費の割合で､

ェンゲル係数が高いとは生活程度が低 い ことを意味す

る)は普通1500'位が人間らしい年満 を営む上での最旺

限だとvlわれてお ります｡沖純の場合はや つと食べて捷

きるだけの努力をしてV,るという現状なのです｡エンゲ

ル帳敬の上からも随njJL命 し∨の ですが､沖縄の現実をと

｢,えて､わが壕の壕言rをみ宿しましょうOわが壕の消韓

の くせや､奔fB.):を省V,て､家封の合用化を目指 し､家Ig'T

のたてrEfLを致しましょうO (新値都代子)
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